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15．稲田型花崗岩斜面にお ける小降雨時の土砂流出と地中水流の 作用に関する
一

考
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　日本の よ うな湿潤地域で 植生 が存在する斜面 で は，地下水流の作用に よる侵食現象が 斜面地

形 を変化させ て い く大 きな原因に な る．そ こ で ，斜面 の 地形変化 と地下水流動の 関係 を明 らか

にする第
一一歩 として斜面最下 部に パ イプ を有す る恒常的 な湧水が 存在する 稲田 型花崗岩斜面 に

お い て，降水量，流出水量 ， 斜面圧力水頭の 3項 目を計測 した ．計測期間中に 流出水の 増加 を

見せ た降雨 は 4 回観測 さ れ た．降雨量 は 4 つ の 降雨で ほ ぼ 同程度 （最大総降雨量 20mm ，最大

降雨強度 5mm ／h）で あ っ たが ， 土砂流出が観測 された の は 1 イベ ン トだけで あ っ た．そ こ で ，

土砂移動に及ぼす地下水流の作用 を検討するため に，降雨期間中の 動水勾配 を調べ た結果，す

べ て の 降雨期間で 0．4 〜 0．5の 値を と っ た．こ の値をモ デ ル 式に代入 して 検討する と，せ ん断

破壊 に よる土砂の 流 出が考えられた． しか し， 4 回の イ ベ ン トすべ て で 土砂の 流出が見 られた

わけで は な い こ とか ら，本斜面で は観測期間中にせ ん断破壊は起 きなか っ た と考え られ ，土砂

流出はそれ以外 の 原因 で 生 じた と考え られた．こ の 原 因として は
， 土砂の 流出を観測 したイ ベ

ン トの前 には，25 日間の 先行無降雨期間が あ り，そ の 間に土砂が パ イ プ流路上 に堆積 し，当該

降雨に よ りパ イプ流 が発生 して押 し出された の で あ ろ うと考えた．乾燥時に 土 砂が パ イプな ど

の排水経路上 に溜 まる とい うこ とが ， 小 降雨時の 地下侵食に よる土砂生産の 重要な プ ロ セ ス と

考えられ た．
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16．沖縄島北部の 山地小流域にお ける水および土砂の 流出特性
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　亜熱帯島嶼沖縄 に お ける山地小流域の 水お よび土砂の 流出特性 を把握するため，沖縄 島北部

の 大保大川 の 一支流 に お い て水文観測を行 っ た．対象 と し た 流 域 の 流域 面積は 0．23ha で
， 地

質は 中生代 の名護層千枚岩 と第四紀の 国頭礫層か らな り，また ，流域内は約 60 ％が林地 で ， 残

りは樹木が伐採 され，
一
部には裸地 も見 られ る ．貫入試験 に よ る と尾根部 に は 3m を越える厚

い 風化層が形成 され て い た．沖縄の 降雨の 特徴 として ，降雨強度が 強 い こ とがあげられ
， 調査

期間中 （2002 年 10 月〜 12月）にお い て も，降雨 強度 29mm ／10　min ．をは じめ として 3mm ／

10min．を越える ような降雨 イ ベ ン トが 8 回観測され た．水の 流出特性 をみ る と，降雨イベ ン

トにお ける流域全体 と して の 流出率 は 20 ％前後 と低か っ たが
， 電気伝導度 を用 い た流出成分

の 分離 に よれば ，早い 流出成分が大部分を占めて い た，流域内の 林地 と草地 ・裸地で は
，

地表

の 浸透能に 2 オ
ー

ダ
ーの 差が あ り，

イベ ン ト流出率の 低 さには，流域全体で 見れば浸透能は高

い とい うこ とが 関与 し ， 早 い 流 出成分 の 多さ に は
， 裸地 で は地表流が観察 される ほ ど浸透能が

低 い と い うこ とが関与 して い る．また，水 の 電気伝導度は約 30mS ／m と阿武隈山地や関東山地

の堆積岩地域 と比較 し て 1 オ
ー

ダ
ー高 く， 化学的な削剥速度が速 い とい う特徴がみ られ た．
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